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１．企業概要
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中央競⾺に係る様々なシステムの開発・保守・運⽤を担う
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(1)インフォーメーションシステム
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統合した６つの基幹システム

(4)競⾛⾺情報管理システム

(2)JRAホームページシステム

(3)統合ＤＢシステム

(5)会計システム

(6)従事員給与管理システム

競⾺開催⽇における情報の集配信システム

競⾛⾺に関する情報（⾎統、成績等)及び番
組企画や医療情報等を蓄積する業務システム

インターネットでの情報提供システム

⽇本中央競⾺会の情報資源を⼀元管理し、
各種情報の蓄積・加⼯・提供を⾏うシステム

全国18事業所をオンラインで結び、経理業務を
⾏うシステム（レースの賞⾦も扱う）

全国の従事員に関するデータを⼀元管理し
給与計算等の労務管理を⾏うシステム



これまでの「縦割り」業務システムの課題
コスト

セキュリティ

システムの信頼性

２．ODA導⼊の経緯と効果
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作業の標準化



コスト
Ø サーバー導⼊費⽤

新規システムの構築毎にサーバー、ライセンスを調達
Ø 維持コスト

電⼒コスト、データセンタ設置コスト etc・・・
Ø システム管理者要員の増加

⼈員減に⼯数増の悪循環
Ø 管理の煩雑性

システム毎・所管部署毎のHW/SWの管理
Ø 無駄なリソース

メイン稼働⽇にバラつき ⼟⽇なのか、平⽇なのか

データベースが分散されていることの問題点①
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問題点︓物理サーバ乱⽴によるコスト増⼤



セキュリティ
網羅したセキュリティ対策を実施したいが・・・

データベースが分散されていることの問題点②
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システム毎にHW・担当者が分散されている事により
対策・監視ポイントも分散されてしまう

問題点︓情報漏えいの危険性

u ⼈員配置、⼈員コストの観点から、
DB管理者とシステム管理者が同⼀⼈物にならざるを得ない

「特定の者が何でもできてしまう・・・」

「だれが」 「どこで」 「なにを」 を把握しきれていない



システムの信頼性
全てのシステムの信頼性を確保したい
Ø 冗⻑化構成

全システムでHA構成を取りたい
Ø ハードウェア障害対策

環境整備
（設置場所や空調設備、安定的な電源供給）

データベースが分散されていることの問題点③
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問題点︓物理サーバ数に⽐例して障害も増加



作業の標準化

問題点︓障害発⽣時の復旧⼿順が複雑なため
復旧に時間がかかる・・・

データベースが分散されていることの問題点④
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「OS差異」 「設定差異」 「バージョン差異」 による煩雑な管理

Ø 各システムの更新時期によりバージョンが違う

Ø システムによって導⼊ツールが違う
→バージョン差異によるコマンドの違い

Ø 各システムにおいて⼿順書がバラバラ



データベース統合による問題解決
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【コスト削減】
・物理サーバ、ストレージ

ソフトウェアライセンス
・DB管理者

【セキュリティ】
・網羅的対策を導⼊すること

で対策が容易に

【システムの信頼性】
・冗⻑構成導⼊コストを抑える
・効率的な構成を実現
・Ｈ／Ｗ管理に伴うリスク低減

【作業の標準化】
・スキルレベルの均⼀化
・各種⼿順の統⼀

⇒障害復旧時間の短縮
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皆さん
DBの統合先に何を選びますか︖

物理サーバですか︖
仮想サーバですか︖

Cloudですか︖



システム仮想化に伴うOracle DB Licenseコスト削減

システム仮想化における問題点
• 問題: システムインフラにおける仮想化基盤等でDBを利⽤する場合、ライセンス費⽤が莫⼤な⾦額となる

（オラクルのDBのライセンスでは、仮想化ならびにコンバージド製品を⽤いる場合、プロセッサの総数分のライセンスの購
⼊が必須なため）

• 解決: ①Oracle Licenseは仮想化環境から隔離
②Capacity on Demandを活⽤することでライセンスコストを⼤幅に削減 （CoDサポート機器︓ODA, 
Exadata, Oracleの⼀部SPARCサーバ)

＋
Oracle DBを稼働させるためには、仮想
化する基盤全てのコア数（200コアなら
200コア）分のDBが必要

CoDを⽤いて本当に必要なコア数分のラ
イセンスのみ⽤意(2コアからActivate可
能）

Oracle DB
を載せない環境

ODA

仮想サーバでの統合の落とし⽳
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Oracle Database Appliance とは︖

13

シングルノードまたはクラスタ構成のアプライアンス

1CPU 搭載のお⼿頃な構成

10GBase-T or 10/25 SFP28

25 GbE

SASCompute Node

Disk Array

ODA X7-2 S 

ODA X7-2 M 

シングルノード構成
2台のサーバーとストレージで構成される
クラスタ構成

2CPU 搭載の拡張性ある構
成



ODA X5-2
ODA X4-2

ODA X3-2Oracle
Database 
Appliance

ODA X6-2
ODA X7-2

Oracle VM サポート
拡張ストレージ

コア数増加
とストレージ拡張

キャパシティ拡張 +
SnapShots + 
Infiniband

ポートフォリオの追加
SEサポート

Oracle Database Appliance X7-2
• 最新の Xeon® プロセッサー搭載
• M/HAはコア数アップ（20→36)
• ストレージ容量アップ（最⼤300TB)
• 仮想化 KVM サポート
• SE2 RAC対応
• Oracle DB 11g/12c/18c 対応

Oracle Database Appliance の進化

Oracle Database Applianceは ハードウェアとソフトウェアが⼀体となった最もシンプルなOracle Engineered Systemsで
す。コストを最も抑えて導⼊することが可能なデータベース基盤です。

最もシンプルなOracle Engineered Systems
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• DB統合により、セキュリティ基本⽅針を明確化、共通化
アプリケーション(AP)の改修は⾏わずにセキュリティ強化を実施

３．暗号化採⽤によるセキュリティ強化
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n データ暗号化
（Transparent Data Encryption)

n DB接続制御、DB管理者のアクセス制御
（Oracle Database Vault)

データ暗号化・接続制御・アクセス制御の導⼊により、
包括的なDBセキュリティを⼀元管理

「だれが」 「どこで」 「何を」 を限定したい



データ暗号化（Transparent DataEncryption)

Ø個⼈情報などの機密データが含まれるデータ・ファイルを暗
号化する。

ØDB外部へ持出し可能なRMANバックアップ・ファイルや
Data Pumpダンプ・ファイルを暗号化する。
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DB接続制御 （Oracle Database Vault)

Ø許可した端末からのみ接続を許可
ØDBアカウントごとに接続許可端末を分離

Ø運⽤作業には専⽤のDBアカウントを使⽤
※プログラム内部⽤アカウントとは異なる

Ø業務データへのアクセス許可を限定
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→アクセス可能場所を限定

→DB管理者アカウントの業務データへのアクセスを禁⽌



APサーバ

DBセキュリティ適⽤イメージ

APスキーマ

セキュリティ担当者

保護対象DB

基盤運⽤担当者

業務AP保護レルム

AP開発／運⽤担当者

⼀般ユーザ

③DB管理者のアクセス制御
DBインフラ管理作業を実施可能だが、
業務データへのアクセスは不可

②DB接続制御
認可していない端末
からのDB接続を禁⽌

業務AP

DBユーザ担当者
（⼈）

DB接続

未認可端末から
DBAユーザでDB接続

未認可端末から
AP開発／運⽤ユーザで

DB接続
DBAユーザ

セキュリティ
管理ユーザ

AP開発／運⽤
ユーザ

業務AP接続ユーザ
（スキーマ・ユーザ）

暗号化表領域

機密データ
テーブル

①データ暗号化
表領域（データ・ファイル）を暗号化

※レルムとは … オブジェクトをまとめるグループ。レルム内のオブジェクトへは、レルムに属したユーザのみアクセス可能。

新規
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データベース基盤におけるセキュリティ担当者割当て
• 職務分掌

– セキュリティを考慮し、DBV⽤アカウントと担当者の割当てを⾏う。
• セキュリティ管理者 (DVO: Database Vault Owner)
• アカウント管理者 (DVAM: Database Vault Account Manager)
• DB管理者 (DBA: Database Administrator)
• レルム所有者 (RO: Realm Owner)

– それぞれに専任の担当者を割当て、他職務を兼務しない。

担当者
イメージ︓

AP開発／運⽤担当者

RO

DB運⽤担当者

DBA

アカウント管理者

DVAM

セキュリティ管理者

DVO
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①Data Pump による
表・スキーマのエクスポート/インポート

②トランスポータブル表領域(TTS)
③フル・トランスポータブル・エクスポート/インポート
④Oracle GoldenGate
⑤RMANバックアップを使⽤した複製
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４．最新ODA（X7-2）への移⾏⽅法

データ⽅式について 〜代表的なデータ移⾏⽅式〜

各⽅式のメリット・デメリットを精査した上で決定する
サービス停⽌時間

必要領域
切り戻し発⽣時のリスク etc…
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①Data Pump による
表・スキーマのエクスポート/インポート

②トランスポータブル表領域(TTS)
③フル・トランスポータブル・エクスポート/インポート
④Oracle Golden Gate
⑤RMANバックアップを使⽤した複製

サービス停⽌︓移⾏当⽇の切替作業に伴う停⽌のみ

障害時︓アーカイブREDOログからの迅速な復旧が可能

切り戻し︓逆同期設定により容易。切り戻し時間も短い。

GoldenGateのライセンスが必要

データ⽅式について 〜Oracle GoldenGate〜
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①Data Pump による
表・スキーマのエクスポート/インポート

②トランスポータブル表領域(TTS)
③フル・トランスポータブル・エクスポート/インポート
④Oracle GoldenGate
⑤RMANバックアップを使⽤した複製

データ⽅式について(3) 〜RMAN〜

・移⾏元環境で取得済みのバックアップファイルを何も加⼯せずにそのまま転送できる。
・すべてのオブジェクトが移⾏対象となる。
・リストア失敗時も再実⾏が可能。

・移⾏元・移⾏先のOS及び、Oracle DBのバージョン差異が許されない
・差分移⾏不可
・断⽚化は解消されない

【メリット】

【デメリット】



RMANバックアップを使⽤した複製
• 概要

- 移⾏元データベースのバックアップを、移⾏先にて複製する⽅式
- 移⾏元と移⾏先が同⼀バージョンの必要がある
- ⽅式①(Data Pump)と異なり、物理的な複製であるため、

テーブルやインデックスだけではなくDB全体の複製が可能
• 採⽤時の考慮ポイント

- 暗号化表領域の移⾏時にはキーストアの移⾏元から移⾏先へのコピーが必要です

※1) READ ONLYでの利⽤が許容される場合
は「停⽌時間」とは⾒なさない

オンライン

インストール/DB作成

バックアップ
転送

バックアップ
取得

READ ONLY

Duplicate
実施

オフライン

オンライン

データベース・サービスの停⽌時間(※1)

移⾏元DB

移⾏先DB
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5．今後の展開

DB統合によってもたらされるメリットをどう⽣かすか

Ø システム毎に分散していた⼈材の集約

Ø DB集約により⼀括サポート体制の導⼊を実現

Ø 分散していたノウハウの集約

⇒Oracle AM&R

・インシデントに対しより迅速・確実な対応を

・強固なサポートから新たなノウハウを吸収
・既存の技術について、共有、継承

⇒⼈材育成へとつなげる体制を構築



Oracle のリモート運⽤・管理サポートサービス

ハードウェア 保守 (オンサイト)

Gateway
Server

Oracle AM&R
（オラクル・アドバンスド・モニタリング）

①異常の検出 （Event → Incident)

②インシデントの通知

② 保守サービスとの連携
(AM&RからのSR起票代⾏︓必要時のみ)

⑤ リモート調査、調査⽤ログの収集 （必要時のみ）

ハードウェア製品サポート
ソフトウェア製品サポート
• 調査依頼の受領
• 詳細調査の実施
• 調査⽤ログの取得依頼(AM&R)
• 調査結果の報告

運⽤担当

データセンタ

③ AM&Rから受領
④ 調査依頼

データセンタ

SＷ/HW 保守
⼆次調査担当

リモート監視
⼀次調査

ODA X7-2-HA

ODA X7-2-HA

My Oracle Support

Gateway
Server

Oracle が 24時間/365⽇リモートでイベントを監視
「インシデント管理」だけでなく、「パフォーマンス監視」による中⻑期的なキャパシティ管理も提供
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ご清聴ありがとうございました。




